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は
じ
め
に

数
年
前
、
我
が
世
界
史
研
究
推
進
委
員
会
の
共
同
研
究
テ
ー
マ
が
、
イ
ス
ラ
ー

ム
の
教
材
化
と
決
定
さ
れ
た
時
、
実
は
少
々
途
方
に
暮
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

私
が
本
来
専
門
と
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
史
の
分
野
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
を
、
結

び
付
け
ら
れ
る
要
素
が
全
く
思
い
浮
か
ば
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
共
同
研
究
テ
ー
マ

を
全
く
無
視
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
何
か
第
二
次
世
界
大
戦
と
イ
ス

ラ
ー
ム
と
の
接
点
は
な
い
か
と
、
あ
れ
こ
れ
と
調
べ
、
ま
た
記
憶
の
糸
を
た
ど

つ

て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
中
学
生
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
サ
ン
ケ
イ
出
版

（現
扶
桑
社
）

の
第
二
次
世
界
大
戦
ブ
ッ
ク
ス
第
三
五
巻

『ナ
チ
武
装
親
衛
隊
』

（ジ

ョ
ン
＝

キ
ー
ガ
ン
著
）
一
四
〇
頁
に
載

っ
て
い
た

一
枚
の
写
真
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
お
い
て
、
現
地
の
イ
ス

ラ
ー
ム
の
義
勇
兵
を
募

っ
て
編
成
さ
れ
た
第
二
三
Ｓ
Ｓ
山
岳
師
団

”
カ
マ
“
の

兵
士
た
ち
の
写
真
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
＝
ド
イ
ツ
軍
、
特
に
武
装
Ｓ
Ｓ
に
お
い
て
、
戦
争
中
盤
以
降
、
数
多

く
の
非
ド
イ
ツ
人
兵
士
の
義
勇
軍
が
編
成
さ
れ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
兵
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
今
回
、
こ
の
歴
史
の
間
に
埋
も
れ
た
兵
士
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
み
た
の
が
、
本
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

ニ
　
ド
イ
ツ
軍
部
と
イ
ス
ラ
ー
ム

現
代
史
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
接
点
は
、
第

一
次
世
界
大

戦
直
前
の
３
Ｂ
政
策
の
推
進
に
伴
う
オ
ス
マ
ン
Ｈ
ト
ル
コ
帝
国

へ
の
接
近
か
ら

始
ま
る
。

特
に
第

一
次
世
界
大
戦
開
戦
直
後
の

一
九

一
四
年
八
月
に
は
、
軍
艦
の
購
入

問
題
で
イ
ギ
リ
ス
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な

っ
た
ト
ル
コ
を
味
方
に
引
き
込
も
う
と
、

皇
帝
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
が
、
大
戦
勃
発
に
よ
り
本
国

へ
の
帰
還
が
絶
望
的
に

な

っ
た
ド
イ
ツ
地
中
海
戦
隊
の
巡
洋
戦
艦
ゲ
ー
ベ
ン
と
巡
洋
艦
ブ
レ
ス
ラ
ウ
と

を
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
寄
港
さ
せ
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
乗
員
ご
と
ト

ル
コ
海
軍
に
編
入
さ
せ
、
こ
れ
が
同
年

一
〇
月
の
同
盟
国
側

へ
の
ト
ル
コ
の
参

戦
の
決
定
打
と
な

っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
（ち
く
ま
学
芸
文
庫

バ
ー
バ
ラ
＝
タ
ッ
ク
マ
ン

『八
月
の
砲
声
』
上
三
〇
〇
～
三
五
〇
頁
参
照
）

※
こ
の
軍
艦
購
入
を
め
ぐ
る
ト
ル
コ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
ト
ラ
ブ
ル
と
は
、
当

時
ト
ル
コ
が
イ
ギ
リ
ス
に
戦
艦
二
隻

（サ
ル
タ
ン
＝
オ
ス
マ
ン

一
世
と
レ

シ
ャ
デ
ィ
ー
）
を
発
注
し
、
そ
れ
が

一
九

一
四
年
八
月
の
時
点
で
は
ぼ
完

成
し
、
ト
ル
コ
ヘ
の
引
渡
し
を
待

つ
段
階

（実
際
に
両
艦
を
利
用
し
て
の

ト
ル
コ
海
軍
側
の
乗
員
の
慣
熟
訓
練
ま
で
始
ま

っ
て
い
た
）
に
な

っ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
海
相
チ
ャ
ー
テ
ル
が
、
軍
艦
の

不
足
を
理
由
に
、
強
引
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
接
収
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
接
収
さ
れ
た
こ
の
二
隻
の
戦
艦

は
、
サ
ル
タ
ン
＝
オ
ス
マ
ン

一
世
は
エ
ジ
ン
コ
ー
ト

（百
年
戦
争
の
古
戦

場
ア
ザ
ン
ク
ー
ル
の
英
語
名
）
と
、
ま
た
レ
シ
ャ
デ
イ
ー
は
エ
リ
ン

（ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
雅
名
）
と
命
名
さ
れ
、
一
九

一
六
年
六
月
の
ユ
ト
ラ
ン
ド

沖
海
戦
な
ど
に
参
加
し
た
が
、
戦
後
は
旧
式
化
が
目
立

っ
た
た
め
、　
一
九

二

一
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
よ

っ
て
解
体
さ
れ
た
。
ち
な
み

-44-



に
、
ト
ル
コ
に
引
き
渡
さ
れ
た
ゲ
ー
ベ
ン
の
方
は
、
ス
ル
タ
ン
＝
ヤ
ウ

ズ

＝
セ
リ
ム

一
世
と
改
名
さ
れ
た
後
、
何
と
二
つ
の
世
界
大
戦
を
生
き
抜

き
、　
一
九
五
〇
年
代
ま
で
現
役
に
あ

っ
た
と
言
う
。

ま
た
ト
ル
コ
の
参
戦
後
は
、
ト
ル
コ
軍

へ
の
ド
イ
ツ
製
兵
器
の
供
与
の
他
、

一
九

一
五
年
八
月
～

一
六
年

一
月
の
英
仏
軍
に
よ
る
ガ
リ
ポ
リ
上
陸
作
戦
の
迎

撃
に
、
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
に
よ
る
作
戦
指
導
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
他
、
ト
ル
コ
軍
の
イ
ラ
ン
侵
攻
の
際
、
ド
イ
ツ
の
工
作
員
ワ
ス
ム
ス
が
遊

牧
民
に
対
し
て
工
作
活
動
を
行

っ
た
こ
と
。
（中
公
新
書
　
宮
田
　
律

『物
語

イ
ラ
ン
の
歴
史
』

一
〓
〓

頁
）
ま
た
、
細
か
な
こ
と
で
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

の
軍
用
品
の
供
与
ま
で
行
わ
れ
た
と
い
う
ｃ

※
第

一
次
世
界
大
戦
の
際
、
製
造
さ
れ
た
ド
イ
ツ
式

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
中
に
は
、

俗
に

”
ト
ル
コ
軍
用
“
と
呼
ば
れ
て
い
る
モ
デ
ル
が
存
在
し
て
い
る
。
こ

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
通
常
の
ド
イ
ツ
式

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
比
べ
、
前
ひ
さ
し

の
部
分
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
が
多

い
ト
ル
コ
兵
が
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被

っ
た
ま
ま
で
も
礼
拝

が
行
え
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ト
ル
コ
兵
が
実
際
に
こ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
る
写
真
等
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
見
つ
か

っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
が
実
際
に
ト
ル
コ
軍
に
供

与
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
使
用

例
を
示
す
写
真
と
し
て
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
内
戦
時

に
右
翼
の
義
勇
兵
団

（
フ
ラ
イ
コ
ー
ア
）
に
よ
る
も
の
が
残

っ
て
い
る
。

ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
、
ナ
チ
ス
＝
ド
イ
ツ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

と
の
接
点
は
、
ま
ず

一
九
四

一
年
四
月
～
五
月
に
か
け
て
の
イ
ラ
ク
の
反
英
反

乱
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
イ
ラ
ク
首
相
ラ
シ
ッ
ド
＝
ア
リ
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
軍
の
進
駐
拒
否
か
ら

始
ま

っ
た
反
乱
は
、
最
終
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
軍
の
イ
ラ
ク
侵
攻
と
、
ラ
シ
ッ

ド
＝
ア
リ
の
イ
ラ
ン
ヘ
の
亡
命
で
決
着
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
際
、
ド
イ

ツ
は
、
ラ
シ
ッ
ド
＝
ア
リ
の
反
乱
を
支
援
す
る
名
目
で
、
実
際
に
ド
イ
ツ
空
軍

の
部
隊
を
イ
ラ
ク
北
部
の
モ
ス
ル
に
ま
で
展
開
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
際
、
派
遣

さ
れ
た
ド
イ
ツ
空
軍
機
に
は
イ
ラ
ク
軍
の
国
籍

マ
ー
ク
ま
で
記
入
さ
れ
て
い

た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
軍
内
部
に
最
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
義
勇

兵
が
出
現
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

こ
の
イ
ラ
ク
の
反
乱
と
前
後
し
て
発
生
し
た
の
が
、
英
ソ
両
軍
に
よ
る
イ
ラ

ン
侵
攻

（
一
九
四

一
年
八
月
二
五
～
二
七
日
）
で
あ
る
。
こ
の
英
ソ
に
よ
る
イ

ラ
ン
占
領
の
目
的
と
は
、
イ
ラ
ク
の
バ
ス
ラ
港
か
ら
カ
フ
カ
ス
地
方

へ
の
補
給

ル
ー
ト
の
確
保
の
他
に
、
親
独
的
だ

っ
た
イ
ラ
ン
皇
帝
レ
ザ
＝
シ
ヤ
ー

（イ
ラ

ン
革
命
で
追
放
さ
れ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
ニ
世
＝
パ
ー
レ
ビ
国
王
の
父
親
）
の
排
除

が
狙
い
で
あ

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
レ
ザ
Ｈ
シ
ヤ
ー
の
親
独
政
策
が
英
ソ
な
ど
連
合
国
か
ら
警
戒
さ
れ
た
背

景
に
は
、
レ
ザ
＝
シ
ヤ
ー
の
民
族
主
義
的
政
策

（
ア
ー
リ
ア
人
国
家
と
し
て
の

イ
ラ
ン
）
が
、
ナ
チ
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
結
び
付
い
た
こ
と
に
よ
る
、
イ
ラ

ン
の
政

・
財

。
官

・
軍

へ
の
ド
イ
ツ
人
顧
間
の
影
響
力
の
浸
透
ぶ
り
に
あ

っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

※
こ
の
英
ソ
軍
の
イ
ラ
ン
侵
攻
の
時
点
で
、
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
と
そ
の
近
郊
だ

け
で
約

一
〇
〇
〇
人
の
ド
イ
ツ
人
顧
間
が
活
動
し
て
い
た
。
（『物
語
イ
ラ

ン
の
歴
史
』

一
七

一
頁
）

ま
た
、
ロ
ン
メ
ル
将
軍
率

い
る
ド
イ
ツ
＝
ア
フ
リ
カ
軍
団
が
侵
攻
し
た
エ
ジ

プ
ト
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
冒
険
小
説
家
ケ
ン
ーー
フ
オ
レ
ツ
ト
の

『レ
ベ
ツ
カ

ヘ

の
鍵
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
防
軍
情
報
部
が
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
な
ど

の
反
英
勢
力
と
の
接
触
を
試
み
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
後
に
エ
ジ
プ
ト
革
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命
で
自
由
将
校
団
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
ナ
セ
ル
亡
き
後
の
エ
ジ

プ
ト
大
統
領

（任

一
九
七
〇
～
八

一
年
）
と
な

っ
た
サ
ダ
ト
は
、
こ
の
時
期
、

ド
イ
ツ
側
と
接
触
を
持

っ
た
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て

一
時
、
軍
籍
を
剥
奪
さ
れ
て

三
　
モ
ス
レ
ム
ロ
ド
イ
ツ
兵
出
現
の
背
景

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
な
ぜ
大
量
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
兵
士
が
ド
イ
ツ

側
に
身
を
投
じ
た
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
ド
イ
ツ
軍
当
局
が
そ
れ
を
許
し
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
次
の
様
な
背
景
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
ド
イ
ツ
軍
側
が
、
常
に
慢
性
的
な
兵
員
不
足
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
特
に
武
装
親
衛
隊

（武
装
Ｓ
Ｓ
）
で
は
、
そ
れ
が
深
刻
で
あ

っ
た
。

武
装
親
衛
隊
の
兵
員
数
に
つ
い
て
は
、　
一
九
三
四
年
の
レ
ー
ム
事
件
の
後
、

国
防
軍
が
、
将
来
親
衛
隊
が
国
防
軍
の
地
位
を
脅
か
す
こ
と
の
無

い
よ
う
、
そ

の
兵
員
数
を
国
防
軍
の
そ
れ
に
対
し
て
、
五
～

一
〇
％
に
抑
制
す
る
よ
う
に
申

し
入
れ
、
こ
れ
が
両
者
の
間
の
紳
士
協
定
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

親
衛
隊
は
常
に
兵
員
の
不
足
に
悩
む
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
親
衛
隊
が
苦
肉
の
策
と
し
て
採
用
し
た
の
が
、
外
国
人
の
”
義
勇
兵
“
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
の
兵
士
で
あ
れ
ば
、
国
防
軍
と
の
協
定
に
東
縛
さ

れ
る
こ
と
無
く
、
必
要
な
数
だ
け
兵
士
の
動
員
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

当
初
、
こ
の
外
国
人
義
勇
兵
は
、
”
ゲ
ル
マ
ン
系
“
と
さ
れ
る
西
欧

・
北
欧

諸
国
出
身
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
大
戦
中
盤
の

一
九
四
三
年
以
降
は
、
ス

ラ
ヴ
系
な
ど
に
も
そ
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
本
来

”
ド
イ
ツ

民
族
“
の
純
潔
性
を
建
前
之
す
る
は
ず
の
親
衛
隊
に
、
モ
ス
レ
ム
な
ど
大
量
の

非
グ
ル
マ
ン
系
の
外
人
部
隊
が
出
現
す
る
結
果
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
他
の
背
景
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
捕
虜
と
な

っ
た
英
仏
の
植
民

地
出
身
の
モ
ス
レ
ム
兵
が
、
宗
主
国

へ
の
反
感
な
ど
か
ら
志
願
し
た
ケ
ー
ス
や
、

数
的
に
は
こ
れ
が
大
多
数
を
占
め
る
結
果
に
な

っ
た
が
、
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
政
府

の
非
宗
教
化
政
策
に
反
発
し
た
中
央
ア
ジ
ア
出
身
の
ソ
連
兵
が
、
捕
虜
の
身
か

ら
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
側
に
投
降
し
て
、
身
を
投
じ
た
ケ
ー
ス
。
ま
た
は
、
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
内
の
民
族

・
宗
教
問
題
か
ら
、
ユ
ー
ゴ
国
内
の
モ
ス
レ
ム
系
の

民
族
が
、
ド
イ
ツ
軍
に
志
願
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
存
在
す
る
。

四
　
ド
イ
ツ
軍
モ
ス
レ
ム
部
隊
の
編
成

ド
イ
ツ
軍
最
初
の
モ
ス
レ
ム
部
隊
と
は
、　
一
九
四

一
年
夏
に
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア

出
身
者
な
ど
の
旧
フ
ラ
ン
ス
兵
捕
虜
か
ら
編
成
さ
れ
た
特
殊
目
的
部
隊
二
人
八

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
隊
は
、
イ
ラ
ク
の
反
英
反
乱
支
援
を
目
的
に
編
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て

お
り
、　
一
九
四
二
年
に
は
、
さ
ら
に
こ
れ
を
中
核
に
、
自
由
ア
ラ
ブ
部
隊
、
特

殊
目
的
部
隊
二
八
七
が
編
成
さ
れ
た
。

ま
た

一
九
四

一
年
に
、
イ
ン
ド
か
ら
チ
ャ
ン
ド
ラ
＝
ボ
ー
ス
が
ド
イ
ツ
に
亡

命
す
る
と
、
彼
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
イ
ン
ド
兵
捕
虜
か
ら
イ
ン
ド
独
立
義
勇

軍
の
募
集
が
開
始
さ
れ
、　
一
九
四
二
年
九
月
に
は
、
ド
イ
ツ
国
防
軍
第
九
五
〇

大
隊
と
し
て
編
成
さ
れ
、
そ
の
後

一
九
四
三
年
ま
で
に
、
そ
の
兵
力
は
二
五
九

三
名
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
隊
は
、
第
九
五
〇
歩
兵
連
隊

へ
と
改
称
の

上
、
再
編
成
さ
れ
る
運
び
と
な

っ
た
。
な
お
、
こ
の
二
五
九
三
名
の
イ
ン
ド
兵

の
う
ち
、
モ
ス
レ
ム
は
全
体
の
五
分
の

一
弱
の
四
九
七
名
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
（講
談
社
選
書
　
芝
　
健
介

『武
装
Ｓ
Ｓ
Ｉ
ナ
チ
ス
も
う

一
つ
の
暴

力
装
置
』
二
三
三
頁
）

一
九
四

一
年
六
月
二
二
日
の
独
ソ
戦
の
勃
発
は
、
ド
イ
ツ
軍
に
さ
ら
に
モ
ス

レ
ム
兵
部
隊
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
独
ソ
戦
勃
発
に
伴
い
、
ド
イ
ツ
兵

い

る
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た
ち
が
ロ
シ
ア
国
内
に
進
撃
し
て
い
く
と
、
予
想
を
超
え
る
大
量
の
ソ
連
兵
が
、

ド
イ
ツ
軍
に
投
降
し
て
き
た
ば
か
り
か
、
自
発
的
に
ド
イ
ツ
軍
に
協
力
を
申
し

出
る
ケ
ー
ス
す
ら
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
厳
格
な
独
裁

へ
の

反
発
や
、
先
述
し
た
よ
う
に
ソ
連
政
府
の
非
宗
教
化
政
策

へ
の
反
発
が
、
そ
の

背
景
に
あ

っ
た
。

ド
イ
ツ
軍
は
、
当
初
こ
れ
ら
の
旧
ソ
連
兵
の
協
力
者
、
ヒ
ヴ
イ
ス

（志
願
補

助
員
）
を
運
転
手

・
コ
ツ
ク
な
ど
の
軍
属
と
し
て
雇
用
し
た
が
、
戦
線
後
方
で

の
パ
ル
チ
ザ
ン
の
活
動
に
手
を
焼
く
よ
う
に
な
る
と
、
彼
ら
を
対
パ
ル
チ
ザ
ン

作
戦
の
任
務
に
就
か
せ
る
こ
と
を
着
想
し
、
四

一
年

一
一
月
に
は
、
第
四
四
四

ト
ル
ク
メ
ン
大
隊
、
第
四
四
四
カ
フ
カ
ス
大
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
編
成
さ
れ
、
対
パ

ル
チ
ザ
ン
作
戦
で
大
き
な
戦
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
こ
で
国
防
軍
当
局
も
、
彼
ら
ヒ
ヴ
ィ
ス
を
主
体
と
す
る
義
勇
兵
部
隊

（オ

ス
ト
大
隊
）
の
編
成
を
認
可
し
、
最
終
的
に
は
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
各
地
の
民
族
、

約

一
〇
〇
万
人
が
こ
れ
に
参
加
す
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
中
で
モ
ス
レ
ム
兵
が

占
め
る
割
合
は
、
約
三
五
万
名
に
達
し
た
。
（
『武
装
Ｓ
Ｓ
』
二
三

一
頁
）

Ｔ
万
、
バ
ル
カ
ン
半
島
に
お
い
て
は
、　
一
九
四

一
年
四
月
の
ド
イ
ツ
に
よ
る

ギ
リ
シ
ア

・
ュ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
制
圧
は
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
軍
が
、
独
ソ
戦
準
備
の
た
め
に
兵
力
を
引
き
上
げ
た
た
め
、

独
伊
軍
は
、
こ
の
方
面
で
の
治
安
を
確
立
出
来
ず
、
テ
イ
ト
ー
の
パ
ル
チ
ザ
ン

な
ど
の
抵
抗
運
動
の
跳
梁
を
招
き
、
以
来
ド
イ
ツ
は
終
戦
ま
で
、
こ
の
方
面
で

の
抵
抗
運
動
組
織

へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
こ
で
ド
イ
ツ
が
目
に
付
け
た
の
が
、　
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
内
の
民
族

・
宗

教
対
立
で
あ
る
。
即
ち
、
ュ
ー
ゴ
国
内
の
民
族

・
宗
教
対
立
を
煽
る
こ
と
に
よ
っ

て
抵
抗
運
動
の
分
断
を
試
み
た
と

い
う
次
第
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、　
一
九
四
三
年
、
事
実
上
の
ド
イ
ツ
の
愧
儡
国
家
で
あ

っ
た
ク
ロ

ア
チ
ア
独
立
国
か
ら
、
モ
ス
レ
ム
兵
の
義
勇
軍
、
ク
ロ
ア
チ
ア
義
勇
師
団
が
武

装
Ｓ
Ｓ
内
で
編
成
さ
れ
、
同
年

一
〇
月
に
は
、
第

一
三
Ｓ
Ｓ
山
岳
師
団

ハ

ン
ジ
ャ
ー
ル

（三
日
月
刀
の
意
）
に
改
称
さ
れ
、
武
装
Ｓ
Ｓ
初
の
非
グ
ル
マ

ン
系
義
勇
軍
部
隊
と
な

っ
た
。

そ
の
後
、
ユ
ー
ゴ
方
面
で
は
、　
一
九
四
四
年
四
月
に
ア
ル
バ
ニ
ア
人
を
主
体

と
す
る
第
二

一
Ｓ
Ｓ
山
岳
師
団
ス
カ
ン
ダ
ー
ベ
ク

（
一
五
世
紀
の
ア
ル
バ
ニ
ア

で
、
ト
ル
コ
の
支
配
か
ら
独
立
を
目
指
し
て
戦

っ
た
民
族
的
英
雄
の
名
）
が
、

ま
た
同
年
６
月
に
は
第
二
三
Ｓ
Ｓ
山
岳
師
団
カ
マ

（短
剣
の
意
）
の
、
二
つ
の

イ
ス
ラ
ー
ム
系
義
勇
兵
部
隊
が
編
成
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

五
　
ド
イ
ツ
軍
モ
ス
レ
ム
部
隊
の
戦
歴
と
運
命

で
は
、
こ
れ
ら
の
ド
イ
ツ
軍
モ
ス
レ
ム
部
隊
は
、
ど
の
様
に
戦
い
、
ど
ん
な

運
命
を
辿

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

①
旧
フ
ラ
ン
ス
兵
捕
虜

（特
殊
目
的
部
隊
二
八
八
お
よ
び
二
八
七
）
の
場
合

こ
の
両
部
隊
は
、
編
成
途
上
で
本
来
派
遣
さ
れ
る
は
ず
で
あ

っ
た
イ
ラ
ク
の

反
英
反
乱
が
終
息
し
た
た
め
、
ド
イ
ツ
＝
ア
フ
リ
ヵ
軍
団
に
編
入
さ
れ
、
北
ア

フ
リ
ヵ
戦
線
に
投
入
さ
れ
、
最
終
的
に

一
九
四
三
年
五
月
の
チ
ュ
ニ
ス
に
お
け

る
ア
フ
リ
カ
軍
団
の
降
伏
と
同
時
に
米
英
軍
に
降
伏
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
九
四
二
年
に
入

つ
て
こ
の
両
部
隊
か
ら
抽
出
さ
れ
た
兵
士
に
よ
り
、
新
た
に

人
四
五
大
隊
が
フ
ラ
ン
ス
で
編
成
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
終
戦
ま
で
存
続
し
た
と
言
う
。

②
旧
イ
ン
ド
兵

（第
九
五
〇
歩
兵
連
隊
――
イ
ン
ド
独
立
義
勇
軍
）
の
場
合

イ
ン
ド
独
立
義
勇
軍
に
参
加
し
た
兵
士
た
ち
の
多
く
は
、
イ
ギ
リ
ス
支
配
か

ら
の
イ
ン
ド
の

”
解
放
“
の
た
め
の
作
戦
参
加
を
望
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
部
隊
の
編
成
途
上
で
の
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ

軍
の
敗
退
に
よ
る
カ
フ
カ
ス
侵
攻
作
戦
の
挫
折
、
さ
ら
に
は
北
ア
フ
リ
カ
戦
線

-47-



の
崩
壊
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト
侵
攻
作
戦
の
挫
折
に
よ
り
、
彼
ら
が
望
ん
だ

”
イ
ン

ド
解
放

‘‘
作
戦
の
実
行
は
絶
望
的
な
状
態
と
な

っ
た
。
結
局
、
彼
ら
は

一
九
四

三
年
春
以
降

”
大
西
洋
防
壁
“
に
配
属
さ
れ
、
米
英
軍
に
よ
る
大
陸
反
攻
作
戦

の
迎
撃
の
任
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
、
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
配
属

を
拒
否
し
た
兵
士
四
七
名
が
、
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、　
一
九
四
四
年
六
月
の
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
ー
上
陸
作
戦
以
降
、
こ
の
イ

ン
ド
兵
た
ち
は
、
実
戦
に
は
投
入
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の

撤
退
時
の
混
乱
で
兵
員
と
装
備
の
大
半
を
失

っ
て
事
実
上
壊
減
し
た
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
残
余
の
兵
士
た
ち
は
、
そ
の
後
、
武
装
Ｓ
Ｓ
に
編

入
さ
れ
た
が
、
あ
く
ま
で
彼
ら
を
宣
伝
対
象
と
し
て
し
か
見
な
か
っ
た
ヒ
ト
ラ
ー

な
ど
ナ
チ
ス
幹
部
の
偏
見
か
ら
、
つ
い
に
実
戦
参
加
の
な
い
ま
ま
、
終
戦
を
迎

え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

③
旧
ソ
連
兵
に
よ
る
義
勇
軍

（オ
ス
ト
大
隊
）
の
場
合

オ
ス
ト
大
隊
の
編
成
は
、　
一
九
四
二
年
七
月
に
ウ
ラ
ソ
フ
将
軍
が
ド
イ
ツ
軍

に
投
降
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
戦
争
指
導

へ
の
不
満
か
ら
ド
イ
ツ
側
に
協
力
を
申

し
出
、
そ
の
旨
を
ス
モ
レ
ン
ス
ク
宣
言

（
一
九
四
二
年

一
二
月
）
で
表
明
す
る

と
、
各
地
で
ソ
連
兵
の
大
量
投
降
が
相
次
ぎ
、
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。

し
か
し
、　
一
九
四
三
年
七
月
の
ツ
イ
タ
デ
ル
作
戦

（ク
ル
ス
ク
会
戦
）
が
失

敗
に
終
わ
る
と
、
親
衛
隊
長
官
で
あ

っ
た
ヒ
ム
ラ
ー
が
、
こ
れ
を
作
戦
に
参
加

し
た
オ
ス
ト
大
隊
の
裏
切
り
に
よ
る
も
の
と
強
硬
に
主
張
し
た
結
果
、
彼
ら
の

大
半
が
西
部
戦
線

（大
西
洋
防
壁
）

へ
の
移
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
言
う
。
そ
の

後
彼
ら
は
、
移
動
先
で
叙
勲
や
配
置
転
換
は
お
ろ
か
休
暇
す
ら
認
め
ら
れ
な
い

と
い
う
境
遇
に
お
か
れ
た
が
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
の
開
始
を
迎
え
る

と
、
ド
イ
ツ
軍
当
局
の
期
待
以
上
の
奮
闘
振
り
を
見
せ
、
よ
う
や
く
そ
の
存
在

が
、
ド
イ
ツ
軍
上
層
部
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。

こ
の
オ
ス
ト
大
隊
の
予
想
外
の
奮
戦
の
背
景
に
は
、
米
英
軍
が
、
彼
ら
が
自

発
的
に
ド
イ
ツ
軍
に
協
力
し
て
い
た
事
実
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
ド
イ
ツ
に
強

制
的
に
徴
募
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
、
”
帰
郷
の
保
障
“
と
引
き
換
え
に
投

降
を
促
し
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
オ
ス
ト
大
隊
の
残
余
の
兵
士
た
ち
は
、　
一
九
四
四
年

一
二
月
に
他

の
旧
ソ
連
兵
に
よ
る
義
勇
兵
ら
と
共
に
、
ウ
ラ
ソ
フ
の
下
で
編
成
さ
れ
た
ロ
シ

ア
解
放
軍

（
Ｒ
Ｏ
Ａ
）
＝
第
六
〇
〇
歩
兵
師
団
に
編
入
さ
れ
、
東
部
戦
線
に
投

入
さ
れ
た
が
、
時
す
で
に
遅
く
、
ソ
連
軍
の
猛
烈
な
攻
勢
の
前
に
何
ら
な
す
と

こ
ろ
な
く
壊
滅
し
、
戦
後
は
ソ
連
当
局
に
よ
る
容
赦
の
無
い
報
復
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。

④

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
お
け
る
モ
ス
レ
ム
兵
の
場
合

ユ
ー
ゴ
で
の
モ
ス
レ
ム
義
勇
兵
部
隊
は
、　
一
九
四
四
年
以
降
、
対
パ
ル
チ
ザ

ン
作
戦

へ
の
投
入
が
開
始
さ
れ
た
も
の
の
、
既
に
戦
争
の
帰
趨
が
は
っ
き
り
し

て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
か
、
士
気
が
奮
わ
ず
、
パ
ル
チ
ザ
ン
ヘ
の
投
降

。
寝
返

り
が
相
次
ぎ
、
そ
の
補
充
と
し
て
ド
イ
ツ
軍
兵
士
な
ど
が
配
属
さ
れ
た
結
果
、

モ
ス
レ
ム
部
隊
と
し
て
の
実
態
を
失
う
結
果
と
な

っ
た
。

六
　
結
び
と
し
て

結
論
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
軍
モ
ス
レ
ム
部
隊
は
、
戦
線
に
投
入
さ
れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
完
全
に
逸
し
て
い
た
上
、
ド
イ
ツ
軍
上
層
部
も
彼
ら
モ
ス
レ
ム
兵
に

対
し
て
正
し
い
理
解
を
持

っ
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
例
え
ば
、
ア
ル
バ
ニ

ア
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ

っ
て
編
成
さ
れ
た
モ
ス
レ
ム
部
隊
で
あ
る
、
第
二

一

Ｓ
Ｓ
山
岳
師
団
に
与
え
ら
れ
た
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
が
、
ア
ル
バ
ニ
ア
の
民
族
的
英

雄
と
は
言
え
、
宗
教
的
に
は
反
イ
ス
ラ
ー
ム
だ

っ
た
ス
カ
ン
ダ
ー
ベ
ク
の
名
で

あ

っ
た
こ
と
は
、
そ
の
象
徴
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
調
査
を
開
始
す
る
以

前
か
ら
あ
る
程
度
予
想
し
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
つ

い
て
は
、
未
だ
に
学
術
的
な
信
頼
に
足
る
資
料
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
ナ
チ
ス
ヘ
の
加
担
と
い
う
タ
ブ
ー
や
、
戦
犯
と
し
て
の
訴
追

を
恐
れ
た
当
事
者
が
、
戦
後
も
長
く
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後

ロ
シ
ア
な
ど

で
の
情
報
の
公
開
が
進
め
ば
、
新
た
な
事
実
の
発
見
が
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
研
究
の
発
展
と
し
て
は
、
連
合
国
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
戦
争
協
力
の
究

明
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
パ
リ
を
解
放
し
た
自
由
フ
ラ
ン
ス
軍
の
兵
士
の

中
に
、
か
な
り
の
割
合
で
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
出
身
者
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事

実
が
あ
る
。

一
般
に
自
由
フ
ラ
ン
ス
軍
は
、
ド
＝
ゴ
ー
ル
が
イ
ギ
リ
ス
に
脱
出
し
た
際
に
、

彼
に
従

っ
た
兵
士
た
ち
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
と
の
“
神
話
”
が
信
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
自
由
フ
ラ
ン
ス
軍
が
、
実
体
を
持

っ
た
軍
隊

へ
と
変
わ

っ
た

の
は
、　
一
九
四
二
年

一
一
月
の
米
英
軍
に
よ
る
北
ア
フ
リ
カ
侵
攻

（ト
ー
チ
作

戦
）
以
降
、
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
な
ど
で
連
合
国
に
投
降
し
た
フ
ラ
ン
ス
兵
を
再
編

成
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
自
由
フ
ラ
ン
ス
軍
は
、
主
に
ア
メ

リ
カ
か
ら
兵
器
や
軍
用
品
の
提
供
を
受
け
て
い
た
が
、
戦
時
中
、
ア
メ
リ
カ
軍

が
開
発
し
た
野
戦
食

（レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
、
明
ら
か
に
イ
ス

ラ
ー
ム
系
の
兵
士
用
の
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
か
ら
、
連
合
国
と

イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
関
係
を
調
査
し
て
み
る
の
も

一
興
で
あ
ろ
う
。
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